
会 議 記 録

政策企画局 まちづくり協働課

開催日 平成 21 年 2月 18 日(水) 開催時刻 9 時 30 分から 12 時 00 分

会議名 上田城南地域協議会(平成 20年度第 12 回)
出席者 田中明会長、石坂副会長、荒木委員、石井委員、石黒委員、岩木委員、岡村委

員、金井委員、木内委員、酒井委員、竹内委員、竹田委員、田中正雄委員、中

村委員、西川委員、宮崎委員、宮島委員、山浦健太郎委員、山浦英雄委員

（欠席委員）山浦正嗣委員

（事務局）古川まちづくり協働課地域振興政策幹、小宮山まちづくり協働課課

長補佐、堀内まちづくり協働課主査

会議次第

1 開会(古川まちづくり協働課地域振興政策幹)

2 会長あいさつ(田中会長)
今回の一番大きな協議は、城南公民館の建替えについてだと思う。具体的な流れに

持っていき、行政側にも支持されるようにしていきたい。その中で地域協議会が果た

すべき役割について、皆さんから色々なご意見を伺いながら、内容を詰めていきたい

と思う。

3 会議事項

（1）地域づくり活動拠点の整備について

【説明要旨】

城南公民館建替えについて、会長より説明。

・城南公民館の建設を今年考えていきたいとの話が上がってきた。

建設用地については、中之条の現在の場所にすることが建設を確実にし、早

める事につながると考えている。

・城南地区の自治会連合会・新築促進委員会の皆さんと会合を持った。

行政側からは、地域協議会の意見を参考にして進めていきたいとの前回の陳

情に対する回答が出ている。地域協議会も公民館建設についての協議に協力

していく。

・建設用地の第一候補を現在の公民館の場所とすることを条件として、今後の

活動に対して各自治会連合会・新築促進委員会の 3つの団体の中に、城南地
域協議会も加わっていきたい。



【主な質疑等】

（委員）早期着工を目指しているので、よろしくお願いしたい。

（委員）今後、新築促進委員会の皆さんに加わり、地域協議会の意見も取り入れ

ていただけると思うので、早めに意見書を提出していただきたい。

（会長）地域経営会議に間に合うように、協議会として意見書を提出したい。

（事務局）意見書の内容については、1月22日付の陳情書の内容に基づき大まか
な意見として出していただきたい。

（会長）一番は現在地を第一候補とするということ。早期に新築について事業化

すること。規模については利用者の人口により決まってくると思う。

（2）第一分科会の提言について
【説明要旨】

資料「上田道と川の駅計画について」と地図より、第一分科会「上田道と川の

駅を活用した地域振興と地域防災拠点作り」委員から説明

・第一分科会からの提言だが、城南地域協議会として提言させていただきたい。

・国が行う初期整備後の上田市の土地活用の構想に対して、地域協議会として

提言をしていきたい。

・県の管理地については上田市が占用し、「川の駅」との一体感ある整備をして

頂きたい。

【主な質疑等】

（委員）「道と川の駅」の収支が黒字になるようなことを何か考えているのか。

（委員）現状ではどのような建物が出来るのかわからない。今後計画するのなら、

城南地域協議会を窓口にして話し合いの場にし、地域の皆さんの意見も取り

入れていただきたい。

（委員）広すぎて活用できないのではないか。

（事務局）物販の施設については難しいのではないか。会議が開けるような施設

は計画されている。トンネルを掘ったときに出土したものを展示できるスペ

ースはなんとかしていきたい。国が作るものと同じような景観の建物にする

ようにしたいようだ。

（会長）地域協議会としては、関心は持っていたい。細かい部分に関与するので

はなく、情報として共有していくということだと思う。いろいろな団体の立

場があるかと思うので、地域協議会が窓口となり、関心を持つという認識で

いいのではないかと思う。

（委員）不況の中、だだの仮眠場所や地元の物を売るというのだけでなく、雇用



の創出なども含めて、地域協議会が何らかの発言ができる形にして欲しい。

（会長）では第一分科会の提言についてまとめていき、協議会として意見書を提

出することも視野に入れていきたいと思う。

4 その他

・次回会議開催について

平成 21 年 3月 12 日（木） 開催予定

5 各分科会協議
第一分科会：「上田道と川の駅を活用した地域振興と地域防災拠点作り」

第二分科会：「人や自然にやさしい交流機能の整備」

第三分科会：「歴史的・地域的資源の活用」

「自然と共生を目指す里山の再生と農地の保全」

第四分科会：「地域で子どもを育てるまちづくり」

閉 会


